
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんおはようございます。 

9 月は 8 月に続いて神社のお祭りが多いですが、お隣の磐田市の見付神社の例

大祭が４日に３年ぶりに行われたようです。有名な裸祭りは残念ながら見送りだ

ったようでした。ところで、磐田市のマスコットキャラの「しっぺい君」ですが、

この「しっぺい」が見付神社のしっぺい太郎伝説からきていることは、皆様ご存

じの事と思います。 

私がこの伝説を初めて聞いたのは、小学生の低学年のことだったと思います。

遠足に見付神社に行く前にこんなお話のあったところですよ、と先生から教えていただいたのですが、しっぺい太

郎の最後がとってもかわいそうだったので、幼い心に強く残りました。 

この地域にヒヒという化け物がでて、娘を人身御供に要求されていることが続いていて困っていたところ、長野

の方に退治できる霊犬がいると聞き、この霊犬をお借りしてきて、見事退治したのですが、お返しする際に連れて

帰っていた侍に突然襲いかかってきたので首をはねてしまったら、実は侍を襲おうとしていた大蛇を咥えていた、

という悲劇です。 

このお話、大人になってから、この借りてきた長野の方というのは、駒ヶ根の光前寺というお寺であり、この伝

説には別の結末話もあって、しっぺい太郎は無事に光前寺に帰ってきたというものでした。この伝説に私、なんだ

かとってもロマンを感じまして、少し調べた時期がありました。何故、駒ヶ根と磐田などと遠い地域での行き来の

物語なのか、天竜川水系や塩の道なんかと関係があるのか、などや、その道のりってどうだったのか、ですが、結

局よく分かりませんでした。首をはねられた場所といわれるのが、引佐地区といわれていて、訪れてみましたが、

特に碑などがあるわけでもありませんでした。 

駒ヶ根の光前寺には、二回ほど行ってみました。ヒカリゴケで有名で、向こうでは早太郎と呼ばれていて、早太

郎温泉なんてのもありました。ちなみに当時光前寺で早太郎として、シベリアンハスキーがマスコットとして飼わ

れていました。 

見付神社では、狛犬が他の神社と違って、結構ワイルドな狼っぽい感じの作りで鎮座されています。しっぺい太

郎を意識してつくられているな、と思いました。また、こちらの神社では当時、柴犬がしっぺい太郎として飼われ

ていました。 

そんな日本の伝説としてはかなり珍らしい伝説と思われる「しっぺい太郎伝説」ですが、この伝説をもとに作ら

れたマンガがございます。「けんえん」という題名で全 8 巻です。軽い読み物ですので、秋の夜長の暇つぶし、気

分転換に如何でしょうか? 

今日もよろしくお願いします。 

 

■会場：オークラアクトシティホテル浜松 3 階 チェルシーの間 

■司会：池谷公孝 加藤 威 

■点鐘：加藤ひとみ  

■週報：村木則予 

■ロータリーソング：「希望のエナジー」（※音楽のみ） 

■ゲスト： 米山記念奨学生 陳俊達さん 

 

スマイル提出者氏名掲載 

坂井光蔵会員 

原田道子会員 

会員数 76 名（内出席免除会員 3 名） 

出席数 64 名 出席率 87.67％ 

 

会長挨拶 

RI 会長 ジェニファー・ジョーンズ/第 2620 地区ガバナー 淺原諒蔵 /会長 加藤ひとみ /幹事 髙部光司  

〒430-7733 浜松市中区板屋町 111-2 オークラアクトシティホテル浜松内 Tel:053-452-0800 

Email:info@power-hamamatsurc.jp  http://www.power-hamamatsurc.jp 

創立：2002 年 10 月 22 日  認証伝達式：2003 年 4 月 29 日 スポンサークラブ：浜松中ＲＣ 

クルクルまわそうロータリー 



 

 

 

① 地区大会のお知らせ 

日時：11 月６日(日) 13:00 

場所：グランシップ 中ホール・大地 

申込：メール ９月 16 日(金)まで 鈴木一広 副幹事総務 

② 静岡第 5 グループ 親睦ゴルフ大会 

日時：10 月 10 日(月) 8:00 スタート予定 

場所：浜名湖カントリークラブ 

 

 

 

■ゴルフ同好会 第 129 回静岡第 5 グループ RC 親睦ゴルフ大会のご案内 

（令和 4 年 10 月 10 日（月）浜名湖カントリークラブ） 

■社会奉仕部会 地区グループ毎奉仕活動事業「天浜線 人と時代をつなぐ花のリレープロジェクト」として、 

気賀駅除草活動を実施 （令和 4 年 10 月 16 日（日）天竜浜名湖鉄道気賀駅南側） 

 

 

 

■会員増強について 会員維持増強・ クラブ研修 委員会 

＜加藤会長より＞ 

今年度は、コロナ対策として３年ほど休会だったり、親睦の機会が少なかったりしていたので、当初は会員増強

についてはあまり真剣に考えでおりませんで、既存の会員同士の親睦を図るなどで退会防止などができれば良いの

ではないかと考えておりました。 

 しかるに、第 5 グループで構成される会長幹事会の新旧引継ぎの際に、他クラブより会員増強に関して、随分と

威勢の良い見通しを伺いました。特に浜松クラブは７名が年度当初に入会予定ということ、他のクラブも随分と頑

張っているようでした。 

 パワー浜松は会員数は多いほうではありますが、一時は 100 名を超えた時期もありましたが、今は７５名前後で

推移しており、また、設立当初の会員の平均年齢は４５歳と若く、エネルギッシュでしたが、今は５８歳と、他ク

ラブと大差ない平均年齢となっております。 

 パワー浜松について、その特徴を考えてみました。 

まず、設立当初から多い人数が入会できたことの理由は何だったか、です。 

これは、当然、浜松中ロータリークラブの拡大委員の皆様の多大な努力によるもの、また当時の初代会長秋山さん

のカリスマ性もあったと思われますが、自分も含めてですが、設立当初というのは、歴史がない新しいクラブなの

で、入会に気軽さがあったと思われます。その後も会員の増加が順調に進んだことの理由には、新しいクラブであ

ることの気軽さがあったのではなかったかと思っております。 

 ２０年が過ぎようとしている現在、この気軽さが無くなってしまっていて、逆に浜松クラブのような老舗のクラ

ブに誘われれば、ステータスという意味で、そちらを選んでしまうのではないかと思います。 

 パワーが他クラブと比べて、魅力に感じていただける特徴を持つことが必要ではないかと思います。 

 ひとつは、当初からの朝例会であることですが、これ以外にも何か必要ではないかと思います。 

 

＜金山会員より体験談＞  ＜原田会員より体験談＞ 

 

 

 

 

 

 

 

幹事報告 

委員会報告 

議事 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Happy Birthday! 
 


